
 

 

 

 
 

学校だより 第 7 号 
令和 4 年 10 月 31 日 北斗市立島川小学校 

【学校教育目標】「未来をひらき 心豊かに たくましく生きる力の育成」 

☆ 進んで学びつづける子 
☆ 広い心で思いやる子 
☆ たくましく生きる子 
令和 4 年度 重点教育目標 
 進んで学び 互いに高め合う子の育成 
 

学校 URL http://www.city.hokuto.hokkaido.jp/gakko/shimasyo/ 

『わたしの SDGs』 

校長 大山 真由美 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 11 月の主な予定 ｢早寝,早起き,朝ごはん!｣ 

１日（火）３時間授業（北斗市教育研究集会） 

２日（水）全校朝会 高学年脱穀体験 

 委員会 

３日（木）文化の日 

４日（金）就学時健診 

大野中学校新入生体験入学 

６日（日）ノーゲームデー 

９日（水）委員会 

１０日（木）宿泊研修①（５年） 

１１日（金）宿泊研修②（５年） 

１５日（火）食に関する学習（１・２年） 

１９日（土）土曜授業  なわとび集会 

２０日（日）ノーゲームデー 

２２日（火）３時間授業（渡島複式教育研究大会） 

２３日（水）勤労感謝の日 

２５日（金）北斗市子ども議会 

２９日（火）食に関する学習（３・４年） 

北斗市では、施策として市全体で SDGs の取組をし

ています。学校においても、意識的に活動しています。 

本校では、地域の特徴をいかして、稲作や野菜作りの

農業体験を通して食料や気候、生物の多様性について

学んだり、クリーン作戦を通して限られた資源につい

て調べたりしています。 

 しかし、SDGsで言われている 17の目標をなかなか

自分ごととしてとらえることが難しいです。そこで、

本校の子供たちが、毎日の生活の中で、自分が取り組

んでいること、自分が意識していることを書き出して

校長室前の掲示板に張り出しました。 

 すると、次のようなことを考えていました。 

「給食を残さないようにしている。食品ロスにつなが

り、1と 2の目標につながる」 

「緑の募金に取り組んでいる。15 の目標につながる

のではないかな」 

「節電している。7の目標につなげたい」 

「キャンプの時、ゴミを持ち帰るし、プラスチックを

つかわないように、すてないようにしていることは

14,15の目標だと思う」 

「みんなとなかよく遊んでいる。これは、5 や 16 の

目標のもとになる」   

など、まだまだたくさんあります。(来校の機会があ 

りましたら、ぜひ見てください。) 

 

よりよい世界、みんなが理想の世界をつくるために

国連が採択した 2030年までに達成すべき 17の持続可

能な開発目標である SDGs ですが、本校の子供たちが

このことを特別なことではなく、ごく普通に日常の取

組として実践していることが素晴らしいと思います。 

  

 子供たちは校長先生に、特に意識している目標はあ 

りますか? と。もちろん、『目標 4の質の高い教育を 

みんなに』と応えました。誰もが自らの人生を切り開 

いていける学びの場を作っていきたいです。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 渡島 PTA連合会研究大会  

 １０月２３日（日）に渡島 PTA 連合会研

究大会森大会がオンライン開催されまし

た。本校からは６名の方が参加しました。 

 NHK E テレ「すくすく子育て」に出演さ

れている家族・デザイン研究所 代表理事 

汐見 稔幸 氏を講師に「２０３０年代以

降に社会に出る世代の子育てを考える」と

いう講演を拝聴しました。 

 これからの子育ては、非認知的能力を育

むこと、そして子供の自分探しを応援する

ことが大切というお話でした。そこで、我

が子のいいところをできるだけたくさん見

つけること、幼い頃から体験によって学ぶ

ということを可能な限り多くしていくこと

という御示唆もいただきました。 

 短い時間ではありましたが、とても有意

義な研修の機会となりました。 

☆ 実りの秋 ～研修の季節です～  

 １１月１日（火）は、北斗市教育研究所の教育研究集会があり、北斗市の小中学校の教職員

が指導力向上に向けて研修会に参加します。これ以外にも、放課後、この時期は各教職員がオ

ンライン研修などに出席して研修に励んでいます。 

 本校は児童数が少ないため、複式教育を行っています。１人の担任が複数の学年の授業を行

います。単式の学級と比べると１つの学年にかかわる時間が少なくなることになります。 

 学力調査などの分析結果から、子供がじっく 

りと問題を読み、読解する手立てを身につける 

ところに課題があることがわかりました。 

 その改善策の１つとして、学年別の少人数指 

導を行うことを考えました。１０月下旬から各 

学年の、特に子供にとってつまずきやすい単元 

について実施しているところです。 

 子供にとって少しでも「わかる」「できる」 

という達成感を味わうとともに、意欲的に学習 

することができるように進めています。      ～５年生の少人数指導の様子から～ 

☆ 学 習 発 表 会  

＊テーマ「みんなが主役の学習発表会」 

 10月2２日(土)に学習発表会を実施しま

した。子供たちは練習の成果を発揮し、堂々

と発表する姿を見せていました。 

 

1・2 年「MUSIC SHIMAKAWA 

スーパーライブ 2022」 

 

 

 

 

 

 

３・4 年「めぐる季節」 

 

 

 

 

 

5･6 年「創造世界へ～Sosiety5.0から 

見える北斗の未来～」 


